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クレアと‘TheParish’における 宗 教

鈴木蓮

(１）

クレアが書き残した膨大な数量の詩作品のなかで風刺詩と呼ばれたり、そう考えられている作品

は初期の‘TheParish,と後期の‘DonJuan'である。‘TheParish，が1986年にPenguinClassicsの

一冊として出版されたとき、編者Ｅ,RobinsonはＴｿigRzlfs"ＡＳ上z"花という標題にした。この詩

が書かれた時期は主に1820年から1824年であると推測される。1968年にその時点までの‘thebest

version'１としてこの詩を.ﾉｂ〃Ｃﾉﾋz”艶陀c"dPbe"2sに所収したＥ､陸insteinはこの詩の創作時期を

1820年から1824年だと考えたし、Ｍ､Minerは主に1822年から1823年だと言っている｡2確かにクレ

アは1822年11月５日付けのHessey宛の書簡の中で「同様に私はTheParishという風刺詩も雷き終

えつつあります｣３と記述し、さらに同じくHessey宛の1823年１月４日付けの雷簡ではｒ私はわが

‘ParishaSatire'をちょうど書き終えたところです｣4と記述している。だが1826年５月12日になっ

てもmylor宛の書簡のなかで「『教区』という詩、それは私見では今までに醤いた詩の中で最良のも

のです。そしてできれば変更し、より良いものにすることに多少骨を折るつもりです｣5と言ってい

るように1824年以降、いや1826年以降でさえも機会を見つけてはこの詩を推破していたことは想像

に難くない。従ってOxfordEnglishTもxtsとしてのこの詩も「完全には仕上げられていない形跡」

(signsofnothavingbeencompletelyfinished)６をもっている。Penguin版の序文でRobinsonは

｢『教区』は宗教を論じることにおいて最も力強く表現されているけれども、もしこの詩がクレア自

身の精神における不安感や緊張感をもっと十分反映しているならば、それはさらに力強いものであ

ろう｣７と述べている。クレアが1820年には処女詩集Ｐｂg"zsDEsc吻蜘gq/R況池ﾉＬ舵α"｡Sど〃9秒を

世に問い、翌1821年にはその第４版とＴｿｈｅｙ勉zgEM泳蛇ﾉα"αＯ"beγFbe"@sを上梓することによ

って、「農民詩人」（peasantpoet）という特異な存在としてロンドンで一躍その名を知られるよう

になったという事実を顧みれば、この風刺詩の創作目的と、創作へと駆り立てた「道徳的憤怒の感

情」（senseofmoraloutrage)8がクレアに不安感や緊張感をもたらしていたことは言をまたない。

まして当時の詩の読者のほとんどがごく限られた上流階級であり、「彼にとっての上流階級の聴衆」

(hispoliteaudience)９にアピールし、彼らに詩集を購読してもらうことによって詩人としての名声

を維持し、生計を立てていくことが重要だと意識していたクレアであってみればなおさらのことで

ある。そのうえクレアは既に1814年にはヘルプストンの会衆派教会（IndependentChapel）に通っ

たり、ユニテリアン派、クエーカー教徒、原始メソジスト派（ランター）といった非国教会諸派に

関心を抱き、1819年にはウェスレー・メソジスト派に傾倒し、その正会員になるなどして、国教会

派の福音主義者である彼の庇護者らと対立する立場をとった経歴をもっている。またこの詩をほぼ

書き終えていた1824年３月にはランターとの交流を求めることを決心し、同年４月20日にはこの派

に入会した。それはウェスレー・メソジスト派が非民主的であり、ナポレオン戦争に続く田舎での

ひどい困窮に苦しんでいた労働者階層を無視したのに反し、ランターが彼らの心に訴えていたから

である。宗派についてのこうしたクレアの体験や反応がＺ１ｈｇＲｚ病"ＡＳｔｚ妨'９の重要な構成要素であ
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る宗教についての風刺に反映されていることには疑問の余地はない。本稿ではクレアがこの未完の

風刺詩の中でとくに宗教について何を書こうとしたのか、その目的は何であったのかを、またクレ

アの立場あるいは見地はどこにあったのかを書簡や散文作品を援用し、1820年から1824年にかけて

の彼の精神状態を考察しながら検証したい。よってコミュニティとそのなかにおける人間存在の有

様に関しての彼の現実認識と理念を明確にすることは彼の社会観についてのわれわれのより深い理

解を可能にしてくれるものと筆者は信じる。

(２）

この詩の冒頭で、その主題、それを歌う詩人の意気込み、そしてこの詩の精髄となるべき《真実》

について語る。

TheParishhindoppressionshumbleslave

Whoseonlyhopesoffreedomisthegrave

Thecantmiscalledreligiｏｎｉｎｔｈｅｓａｉｎｔ

＆Justicemockdwhilelistningwantscomplaint

Theparishlaws＆parishqueens＆kings

Prideslowestclassesofpretendingthings

Themeanestdregsoftyrany＆crime

lfearlesssinglｅｔｔｒｕｔｈａｔｔｅｎｄｔｈｅｒｙｈｍｅ

Ｔｈｏｎｏｗａｄａystruthgrowsavileoffence

＆couragetellsitathisownexpence（1-10)'０

この詩の主題は①圧制の犠牲者となり、死ぬまで自由のない奴隷のような生活を送らざるをえない

教区の小屋住農、②貧窮者の苦情を聞くけれども真似ごとにすぎない「正義｣、③救貧法、①教区

の権力者達、即高慢に満ち、うわぺを飾って生活する低俗な輩、⑤圧制や犯罪を行うきわめて卑劣

なクズのような連中、⑤熱狂的な信徒達において宗教だと誤称されている、信仰深さを装った言

葉使い、即‘cant'であるという。この場合の‘cant'は‘es汐.Affectedorunrealuseofreligiousor

pietisticphraseology;language（oraction）implyingthepretendedassumptionofgoodnessor

piety，（OED６．b）の意である。主題＠は挙げられた６個のテーマのひとつにすぎないが、実際この

詩を読んでいくとこの宗教上のテーマに関連する詩行はこの詩全体の大半を占めている。引用３行

目の‘thesaint，については氏insteinが「saintという語は非国教会派の狂信的な会員に言及するた

めにこの当時普通に用いられた」と説明している｡'１だがここでは「敬度であるとうわくだけの信仰

告白をする人」という意味にとって、国教会派の信徒をも含めたキリスト教徒全般を指すものと解

釈すべきであろう。‘Thecantmiscalledreligioninthesaint'における‘cant'は、この詩の副題が

もともと‘TheProgressofCant'であったことから明らかなように、この詩における最重要のキー

ワードの一つである。Robinsonはこの副題に注意を集中することの意義を次のように説く。

Rather,ｔｈｅｐｏｅｍ（71IzeRz7ais")ｈａｓｍｏｒｅｔｏｄｏｗｉｔｈＣｌａｒｅ'ｓｌｅ７ｍＰ"0”ｏｆｈｉｓｌｏｔ・Infact

inonemanuscript,ＭＳ３０,thepoemisgiventhesubtitle，フ1Izg腰mg712ssq/Ｑｚ“andthe

poemislargelytakenupwiththeexposureofthisviceindifferentsectorsofthevillage



クレアと‘TheParish'における宗教 2１

population､Itisperhapsbyconcentratingonlhｉｓｓｕｂｔｉｔｌｅｔｈａｔｗｅｍａｙａｒｒｉｖｅａｔａｂｅtter

understandingofClare'ｓｆｒａｍｅｏｆｍｉｎｄ､1２

またThorntonは、クレアの道徳的激怒は政治や経済ではなく、農業家と農業労働者の間の階級

的ギャップでもなくcantに向けられていると言い､'3RObinsonの説に同調している。ｃantへの人心

の傾斜は単に教区の宗教的領域にとどまらず、「村の住民の様々な分野における悪」として観察され

た現象でもある。Robinsonの説に従い、ｃantに十分注意を払いながら、宗教に関係する人々につ

いての詩行を読んでいきたい。

まずMinerが「典型的なランター」（atypicalRanter)'4であると評した人物Ralphの描写を見

てみよう。

ＯｌｄＲａｌｐｈｔｈｅｖｅｒｉｅｓｔｒａｋｅｔｈｅｔｏｗｎｐossesd

Fbltsinsprickdeep＆allhiscrimesconfest

Groandoerconfessionstohisrantingpriest

＆prayd＆ｓａｎｇ＆felthissoulreleased（579-82）

村ではまさに放蕩者であったRalphは罪の意識に苛まれる。彼が入会したランターの熱狂的に説教

する牧師に向かって、煩悶しながら罪の告白をする。儀悔の後、彼は神に祈り、賛美歌を歌い、自

らの魂が救済され、罪の汚れから清められたと感じる。

Thenewbirthsstrugglesmadehimwonderouswan

＆ｆｅｅｂｌｙｐｒａｙｄａｔｆｉｒｓｔｔｈｅｂａｂｙｍａｎ

Ｔｗixtdoubts＆fearsyetviewdthecuredcomplaint

＆scarcepercievedthedevilfromtheｓａｉｎｔ

Ｂｕｔｓｏｏｎｔｈｅ‘outwardman'growngodlymad

Fbltthegoodspiritｔｒｉｕｍｐｈｏｅｒｔｈｅｂａｄ

＆cantsdullprayerstoolametovisitheaven

Lookdoerpastsins＆fanciedallfOrgiven（583-90）

Ralphは信仰に目覚め、新生を目指してひどく青ざめた表情になるほど苦悶する。回心した彼は、

初めは半ば疑念を抱き半ば心配しながら、微かな声で祈りを捧げていたけれども、心の病は癒され

たと見なしたし、悪魔と聖人を識別することもほとんどできなかった。こうした状態の後間もなく、

信仰することにのぼせ上がった「外なる人」は善き魂が悪しき魂を克服していると、また「善ある

いは信仰深さを装っていることを意味する言葉」から成る、宗派特有の言い回しや退屈な祈りが天

国に入るにはあまりに不十分なものだと感じた。さらに自分の過去の罪にざっと目を通し、罪は赦

されたと思う。

Hethenwhindlecturesinahappierstrain

＆ｃｏａｘｄｐｏｏｒｓｉｎｎｅｒｓｔｏｂｅｂｏｍａｇａｉｎ

Ｓｈundoldcompanionsoncebelovedsowell

Ascondemndtransportsonthewaｙｔｏｈｅｌｌ

＆prayd＆ｓａｎｇｆｒｏｍｓｉｎ＆painreleasd
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＆ｓｍｏｏｔｈｄｈｉｓｈａｉｒ＆fashiondfOrapriest（591-6）

それから彼は弱々しく苦しそうに小声で説教するが、その口調は今までより愉しそうである。彼

は罪ぴとに回心するよう優しく説くが、かつてはとても愛していた仲間達を地獄に堕ちる呪われた

流刑囚として避けた。彼は清浄無垢な牧師になりきろうと髪をなでつけ、それに似つかわしい服装

を身につける。彼の説教を聴いて感涙することによって神の教えに背く者もいれば、徹底的に熱狂

的な信徒になる者もいた。彼らは福音書を読み、聖パウロを勉強したが、彼の説く善き教義が最高

のものであると思った。彼らは自分達の今までの宗教が「目隠し遊び」であり、星明りも無い真っ

暗な夜道を旅するようなものにすぎないと気がつく。Ralphが彼らの歩みを明るい場所へと戻した

結果はこうである。

＆thusaspriestheexercisedhiswits

Fbrcdmentoprayers＆womenintofits

＆heard＆curedeachdifficultcomplaint

＆midsthisflockseemdlittlelessthensaint（605-8）

彼は牧師としての才能を発揮し、男達を祈りへ、女達を興奮状態へと無理矢理向かわせ、聴罪をし、

彼らの難しい心の病を癒してやる。そのため、彼は信徒達の間ではほとんど聖人も同然であると見

なされる。しかし彼は悪魔の誘惑に負け、ひとりの美しい女信徒に恋をし、堕落する。彼は神に祈

ることよりも人の心をたぷらかす美しい女に喜びを見いだす。だが罪の意識で悲しい思いをしなが

らも彼は何事もなかったかのように牧師の勤めを続け、己の心の状態を全盲の罪ぴとほどゆゆしい

とは考えない。

Thosinfulllovehadoverpowerdhisskill

Withothersinshekeptunspottedstill（625-6）

人を罪の誘惑から救うことが彼の牧師としての任務であるにもかかわらず、結局彼自身肉体の欲

望に屈服し、牧師としての彼の能力はその欲望によって無力にされ、罪に汚れる。だが他の罪によ

っては汚されていない状態であり続けた。

Ｈｅｄｒａｎｋｎｏｒｓｗｏｒｅ＆whenalyewastold

Twasjustgainstriflewhenhebought＆sold

Whenbretherenmethewoudhisjoysexpress（627-9）

彼は酒を飲み、かつ神にかけて誓うことはなかった。彼が詐欺をはたらくのは彼が売買するときの

ほんのわずかの儲け金のためである。宗教行為と己の利得を計る事は全く矛盾するものであり、詐

欺行為によって彼もself-interestという時代の悪弊に染まっていることが示される。

Ralphに見られるように、宗教行為と商売行為即religionとbusinessという相反するものの同居

をクレアは攻撃している。businessを優先し、利得のため嘘をついて貧者から金品を巻き上げるやり

方をクレアは「略奪」（plunder）とみなす。Ralphは非国教徒として登場するSaveAllやdrunken

coblerと同じく田舎の中産階級へと上昇する。Ralphのモデルと目されている人物は、クレアの詩

集を出版することを引き受けておきながら、結局出版せずに、経費だけは請求してきた、隣町の



クレアと‘TheParish'における宗教 2３

MarketDeepingに住む』.Ｂ・Hensonという者であるが、クレアは彼のことを「詐欺をする商人で

あり、かつ宗教の面では偽善者」（acheatingbusinessmanandareligioushypocrite）であると

痛感した｡'5彼が攻撃している対象は、「耐えるべき重荷を持たないが、重荷を担う途方もなく大き

な力をもち｣、ｒ他の者を援助すべき」であるが、ｒ無為に傍観している｣16貴族ではなく、成り上が

り者の中産階級である。彼らの偽善的言葉使い、詐欺行為、気どり、徹慢がクレアの憎悪の標的で

あった。この点に関してＪ・Mckusickは

1nhissatiricalpoemZｿbeRz，fsﾉbbClaremocksthesocialaffectationsofthesenewupwardly‐

mobilelandowners,whohaveabandonedtraditionalruralcultureandnowseektoimitate

themannersandfaShionsoftheirsophisticatedmiddle､classurbancounterpart､'７

と示唆に富む指摘をしている。Ｆ成り上がり者達」（upstarts225）についてはFEinsteinが「労働者

階級がより貧乏になるにつれて、より富裕になり、その際に村社会における生まれながらにもって

いる役割を見失った人々にたいして、クレアの皮肉が最も強く感じられる」と分析している｡'８

さて、女色に溺れ、堕落したRalphの末路を詩人はこう描く。

Tillthecompleationofhisserpentｓｉｎ

Ｕｒｇｄｂｙｔｈｅｄｅｖｉｌｓｕｎｋｈｉｍｔｏｔｈｅｃhin

EvethobeguildfOrbiddenfruittohaste

Hadlovdanadamereshelovedthepriest（633-6）

悪魔に唆された彼は罪で深く汚れてしまう。相手の女も禁断の木の実を味わうよう誘惑されるが、

Ralphとの情事に陥る以前既に他の男と結婚していた｡'9なお‘haste，（635）は陸insteinのテクス

ト及びPenguin版では‘taste，となっている。筆者は解釈上‘taste，を採った。

＆eredisgracehadripendintolight

Rａｌｐｈｈａｄｎｏｐｏｗｅｒｔｏｗｅｄｈｅｒ＆ｂｅｒｉｇｈｔ

Ｈｉｓｆａｔｅｗａｓｅｖｉｄｅｎｔｉｔｃａｍｅatlast

Hissheepwasjudge＆shepherdralphwascast

Thendrink＆rackettjoindtheirformerfriends

＆newbornsaintintheoldsinnerends（637-42）

隠し被ってきた二人の情事が人目につき始めるまえに彼女と結婚し、正しい生活に戻る力はRalph

にはなかった。彼は信徒達からついに見捨てられ、昔の仲間と酒を飲み、放蕩生活を始める。放蕩

者が餓悔・祈り・賛美歌を通して回心し、他人の魂を罪から救う牧師となるが、肉体の欲望に負け、

不義を犯し、元の放蕩者に逆戻りというのが彼の生き様である。彼についてクレアが最も非難して

いる部分は何であろうか。Ralphがランターであることは述べたが、ランターと国教会派を描写す

る個所を見てみよう。

TheRanterprieststhattakethestreettoteach

Swearsgodbuildschurcheswheresoeretheypreach

Whileontheotherhandprotestantpeople
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Willhavenochurchbutsuchaswearsasteeple（535-8）

ランターの牧師は巡回説教師であり、街頭で説教するところはどこであっても神が教会を建ててい

るのだと主張する。この主張のなかに彼らの信仰における情熱の激しさと独善的な要素をクレアは

感じ取った。ランターはその情熱の激しさ故に彼に感銘を与えたのであるが、熱狂的ともいえる過

度の情熱故に非難の的にもなっている。Ralphは妄想に満ちた熱狂的信仰心によって間もなく肉体

の欲望を克服し、牧師となる。内面には「善き魂_,が充溢したことを表す‘Butsoonthe‘outward

man'growngodlymad／氏ltthegoodspirittriumphoerthebad，（587-8）における‘soon'と

いう副詞は、ランターの魂の早熟ぶりと情熱の過度を巧みに当て擦る語である。

(３）

次に非国教徒のSaveAllの描写に移ろう。「幸運の女神」の愛顧に恵まれ、富裕階級に成り上が

った彼はこう描かれる。

鹿mousforriches＆byknaveryprized

＆famedformeaness＆ｂｙｗｏｒｋｄｅｓｐｉｓｅｄ

Ｗｈｏｔｒｙｓｔｏｂｕｙａｇｏｏｄｎａｍｅ＆decieve

Withfairpretentionsthatbutfewbelieve

Whoseldomswears＆ｔｈａｔｂｕｔｎｏｗ＆ｔｈｅｎ

Ａｓｍｕｇｇｌｅｄｏａｔｈｗｈｅｎｖｅｘｄｂｙｂｅｔtermen

Thatbeardhypocrisywithhonestgrace

＆tearsthemaskfromcantsdecievingface

Yetinreligionheismadeelect

＆buyswithwinethefavoursofthesect（425-34）

彼は篤信家ぷる金満家として有名であり、詐欺師達からは尊敬されている。また栗畜家としても有

名であり、労働者達からは軽蔑されている。令名を金で買い、口先だけのもっともらしい見せかけ

で人を欺こうとするし、神に誓いをたてることは滅多にない。「率直という美徳」によって偽善をあ

からさまに非難し、詐欺者から偽善の仮面をはぎ取る有徳の士にせかされるときだけこそこそと誓

う。世俗的宗教において彼は選ばれた者であり、酒を振舞って仲間の信徒達の支持を得ようとする。

SaveAllという名の示すとおり、あさましさが彼の本質である。この本質に詐欺．虚飾．偽善．仮

面がその属性として挙げられる。彼もまた物欲にとらわれた似非宗教者である。

Makingeachspouterwelcomewhenheｃｏｍｅｓ

＆turningbeggarsfromtheirfallencrumbs

Pleadingupcharityinwhininｇｔｏｎｅｓ

＆ｄrivingdogsatdinnerfromthebones（435-8）

説教者はもてなすが物乞いには落ちたパン屑さえ与えない。他人には愚痴っぽい調子で慈善行為を

するよう盛んに主張するが、犬に骨も与えないほどのけちである。慈善を説くのとは裏腹の行為を

する偽善者ぶりは、「隣人としての親切な行いをせよとくどくど説教するが／日照り続きのときは
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おのれの井戸に錠を掛けてしまう」（Onneighbourlygoodwillheoftendwells／＆indrytimes

locksuphisverywells443-4）というふうである。この二行はＳａｖｅAllのあさましさと宗教的偽

善者ぶりを描いて見事である。最後に‘Withtheelectmostsaintishormostcivil／＆withthe

restacunningknaveordevil，（449-50）という詩行で、ＳａｖｅAllが教会では選ばれた者にたい

してきわめて熱狂的に信仰家ぷるかあるいは礼儀正しい態度をとるが、その他の者達にたいしては

ずる賢い態度をとる悪党かあるいは悪魔であると攻撃される。

次にもう一人の非国教徒drunkencoblerを見てみよう。

Thedru[n]kencoblerleaveshiswickedlife

Hastestosaveothers＆neglectshiswife

Tbmendmenssoulshethinkshimselfdesignd

＆leaveshisshoestotheuncalld＆blind

Hethenlikeoldsongsrunsthescripturesoer

＆makesdiscoverysneverknownbefOre

MakesdarkestpointsasplainasＡＢＣ

＆wonderswhyhishearerswillnotsee

Spoutsfactsonfactstoprovethatdarkislight

＆allareblindtillherestoretheirsight

＆ｓｗｅａｒｓｔｈｅｏｌｄｃｈｕｒｃｈｗｈｉｃｈｈｅｃａｓｔａway

Asfulloferrors＆asblindasthey（499-510）

「酔っぱらいの靴直し」は今までの罪深い、不信心な生活をやめ、他人の魂を救うのに性急であ

る。しかも自分の妻を無視してまでもこういう状態なのである。自分が他人の魂を矯正すべく神に

よって意図されていると思い込み、靴直しの仕事をそれが天与の職ではなく、盲目である人にまかせ

ている。これは自分の妻を等閑視することと同じく、彼が自分の身近な最も大切なもの即家族や義

務をおろそかにして、他人の魂を救済するという大それたことをすることが、宗教的観点から見て

本末転倒であるという意味であろう。聖蜜を古謡のようにざっと読みとばし、それまで知られなか

ったことを発見する。聖書の極めて難解な個所を極めて初歩的で平易な個所だと誤解し、何故自分

の説教が聴く者に分かってもらえないのかと首を傾げる。暗闇が光だということ、自分が視力を回

復してやるまでは信徒は皆盲目であるということを証明するために事実を次から次へと弁じたてる。

さらに彼が見捨てた「古い教会」即国教会は彼の聴衆と同様誤謬が多く、盲目であると誓っていう。

＆offersprayersnodoubtasprayersarecheap

Fbrchosenshepherdstohisworshipssheep

Thinkingthewhileifsuchthewilloffate

Selfmightbecomeahopefulcandidate

＆doubtlesslongsshoudreformationｃａｌｌ

’Ｉｂｌｅａｖｅｈｉｓｏｗｎ＆takehisneighboursstall

Parturgdasscripturemoreasselfconsiet

TbSuithisendseachpassageherepeats

＆ｉｎasvariouswayseachfactheweaves
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Asgossipsriddlesuponwintereves

Nowstormingthreatsnowpleadingcomfortsmild

lnpuleingwhinesoftasasuckingchild

TheMcant＆ravedamnationsthreatsbyfits

Tillsomeoldfarmerlooseshalfhiswits（511-24）

確かに、閣下の羊のための選ばれた「羊飼い」即牧師は自分にとって祈りがほとんど金のかからな

い楽な仕事であるがゆえに祈りを捧げるのである。「運命」がそうした事態を望むのであれば利己主

義者が牧師になることが多いだろうという。それは他者の利益より自己の利益を優先することが宗

教の世界において行われることである。その結果、宗教上の改革が自分に要求するなら、自分より

上位の隣の聖職者席を奪いとろうとする。‘stall'はグロッサリーによると‘shed,temporaryhut'で

あり、ＯＥＤには‘theboothorshedtoshelteracoblerathiswork’（6.b）とあるが、‘theoffice，

status,dignityboremolumentconnectedwiththeoccupancyofa(cathedral)stall;acononry

orthelike，（OED５.a）という意味もあるので、‘toleavehisown＆takehisneighboursstall'と

いう表現は聖務日課・地位・威厳・俸給において自分のものより高いものへと上昇したいという欲

望を意味するのではないか。また‘self，（514）という語もキーワードである。宗教の本質である他

人の魂の救済を実現するためには、自己の世俗的な利益を計ることを放棄しなければならない。宗

教と利己主義は矛盾するものであり、宗教行為においてselfはselflessに向かわなくてはならない。

｢靴直し」は自分の目的に適うようにと、聖書の一節一節を聖書としてより自己の自惚れの表れとし

て繰り返し朗読する。冬の夜おしゃべり女が謎めいたことを物語るように、彼はいろんなやり方で

事実を一つ一つ丹念にでっち上げていく。時には脅しの言葉を激しく浴びせたり、時には優しい慰

めの言葉をかけてやるためだとかぼそい声で弁解する。「靴直し」のような連中は信心深さを装った

言葉を使い、聴く者にたいし発作的に大声で、堕地獄の罪を犯していると言って脅すので、半ば気

を失う老人もいる。

Looksbackonformersinstholoathtodoubt

Groansoeraprayer＆thinkshimselfdevout

Thenleamingslookdonasanidlejest

＆theoldcoblerpreachesfarthebest

Whosmoothswithhoniedhopesthedeepdydsinner

＆earnsreward-alodging＆ａdinner（525-30）

過去に罪があったとは思いたくはないが、反省はし、苦悶しながら祈りを唱える。そして自らを敬

戻であると思い、学識を無駄な笑い草と見なす。この「靴直し」ははるかに最善の説教者であり、罪

に深く染まった人を甘い希望の言葉で慰める。その報酬として宿泊と食事に与る、否「稼ぐ」ので

ある。このような「靴直し」の特徴は、他人の魂を救済する宗教的能力がにわかに自分に備わった

という錯覚をいだかせる「自惚れ｣、そこから生じる、国教会を誹誇し宗教改革を望む熱狂ぶり、そ

れに物質的利得をめざす利己主義である。
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(４）

既成の国教会に飽きたらず、その慣習・制度を捨て去り、新しい教会を求めて宗教改革の運動をす

る人々、とりわけランターに代表される過激な信仰心をもつ人々については次のような一節がある。

Ｓｏｍｅwithreformreligionsshadepursue

＆votetheoldchur℃hwrongtojointhenew

Castingawaytheirformercoldneglects

Payingreligionsonceaweekrespects

Theyturnfromregularoldformsasbad

Topiousmaniacsregular[l]ｙmad

Achosenracesotheirconscietwoudteach

Whomcantinspiredtorave＆ｎｏttopreach

Asetofupstartslatefromdarknesssprung

Withthisnewlightlikemushroomsoutofdung

Thoblinｄａｓｏｗｌｓｉ'ｔｈ'ｓｕｎtheylivdbefore

Consietinspired＆theyareblindnomore（487-98）

彼らの中には、以前のように教会を冷淡に無視することをやめ、週一度教会に通うのであるが、

そこでの正規の作法や形式を間違っていると考え、心がそれらから離れて「完全にのぼせ上がった

敬農な狂人」へと向かう者もいる。彼らは「自惚れ」ゆえに自らを「選ばれた集団」だと思い込み、

また偽善ゆえに説教するというよりわめきちらすのである。

ここでクレアと非国教徒とくにランターの関係を概観しておくことは上述したRalphを初めとす

る非国教徒達の人物描写のよりよい理解に役立つであろう。Tibbleによればクレアは1814年既にラ

ンター等の非国教徒に興味を抱き、彼らと交際していた。だが'821年には「私は国教会に敬意を払

っています」（IreverenceAnglican）と言明した。さらに急進的政治に関係があり、その初期には

｢極端な共産社会主義者」（extremecommunitarians）であると考えられたランターや他の非国教

会派を否定している。

Inmattersofreligionlneverwasanｄｌｄｏｕｂｔｎｅｖｅｒｓｈａｌｌｂｅｓｏｇｏｏｄａｓｌｏｕghttobe-tho

lamatheartaprotestantperhapslikemanymorelhavebeentochurch[more]often

then＊Ihavebeenseriouslyinclinedtorecievebenefitorputitswholsomeandreasonable

admonitionstopractice-stilllreverencethｅｃｈｕｒｃｈａｎｄｄｏｆｒｏｍｍｙｓｏｕｌａｓｍｕｃｈａｓany‐

onecursethehandthatSliftedtoundermineitsconstitution-Ineverdidliketherunnings

andracingsafternoveltyinanything,keepinginmindtheproverb‘Whentheoldones

gonethereseldomcomesabetter.'Ｔｈｅ‘freewill，ofranters,‘newlight，ofmethodists,ａｎｄ

‘ElectionLottery，ofCalvanismlalwaysheardwithdisgustandconsideredtheirenthusi‐

asticravingslittlemoreintelligableorsensiblethen＊thebelowingsofBedlam・Inpolitics

lneverdabbledtounderstandthemthoroughly2o（＊than）

クレアは発心の機縁となるような無常感を抱いてはいたが、とくに信仰心の深い者ではなかった

し、将来もそうであろうと自認している。国教会の制度の根幹に危害を加えるような者を誰もが罵
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るのと同じ程度には彼も罵ると言う。クレアが国教会にたいして抱いている敬意はその程度のもの

であると言う。そして何事においても新奇さを求めて競走することは好まないと言い、また宗教に

おける中庸を尊重する態度を次のように表明している。

＆ｉｔｉｓｗｉｔｈｒｅｌｉｇｉｏｎａｓｉｔｉｓｗｉｔｈｅｖｅｒythingelseitsextreamesaredangerous＆its

mediumisbest-enthusiasmbeginsinextravagancedegeneratesintｏｃａｎｔ＆hidesatlast

intohypocrisy21

クレアはランターの‘freewill'、ウェスレー・メソジスト派の‘newlight'、カルビン主義の‘Election

Lottery，というような用語を聞くといつも不快感を覚え、彼らの説教は精神病院から聞こえてくる

狂人達のわめき声のように何を言っているのか意味不明であるという。

当時の労働者階級は一般的に言って国教会にはあまり親しみをもっていなかった。また中流階級

の信徒が多いウェスレー・メソジスト派のような非国教会派についても事情は同じであった。宗教

についてクレアは次のように言及している。

ｗｅｈｅａｒｄｔｈｅｂｅｌｌｓｃｈｉｍｅｂｕｔｔｈｅｆｉｅｌｄｓｗａｓｏｕｒｃｈｕｒｃｈａｎｄｗｅｓｅｅｍｄｔｏｆｅｅｌareligious

poetryinourhauntsonthesabbathwhilesomeoldshepherdsatonamolehillreading

aloudsomefavoritechaPterfromanoldfragmentofaBiblewhichhecarriedinhispocket

fortheday22

｢われわれ」とは農業労働者のことである。鐘が鳴っても教会へ行かない彼らにとって野辺が教会で

ある。既成の制度としての国教会を疎んじてはいても、聖書を携え、自然の中で朗読してはこれに

親しむ羊飼いもいた。クレアは自分のことについて、「わたしの父は国教会において育ち、わたしは

それ（国教会）からわたし自身を引き離す理由が見つかりませんでした｣23と言うけれども、自らの

国教徒としての日頃の態度についてこう記している。

thuslwentonwritingmythoughtsdownandcorrectingthematleisurespendingmy

sundaysinthewoodsorheaｔｈｓｔｏｂｅａｌｏｎｅｆｏｒｔｈｅｐｕｒｐｏｓｅａｎｄｌｇｏｔａｂａｄｎａｍｅａｍｏｎｇ

ｔｈｅｗｅｅｋｌｙｃｈｕｒｃｈgoersforsakingthe‘churchgoingbell'andseekingthereligionofthe

fielｄｓｔｈｏｌｄｉｄｉｔｆｏｒｎｏｄｉｓｌｉｋｅｔｏｃｈｕｒｃｈｆｏｒｌｆｅｌｔｕ､Comfortableｖｅｒｙｏｆｔｅｎｂｕｔｍｙｈｅａｒｔ

ｂｕｍｔｏｖｅｒｔｈｅpleasuresofsolitudeandthe１℃stlessrevelsofryhmethatwaseternaly

sappingmymemoryslikethesummersunoverthetinklingbrook…2４

クレアが教会に通わなかったのは教会を嫌悪していたという理由からではなく、「静寂」の中で《自然》

を観照したり、詩想に耽けることを楽しみたかったからである。教会で祈ることを‘uncomfortable，

と感じることがよくあり、彼も農業労働者の一般的気質に違わず、「野の宗教」を求めていた。この

点についてMinerは「同時代の大半の農業労働者と同様、ジョン・クレアは英国国教会への何ら特

別の愛着を抱くことなく大人になったように思われる」と指摘している｡25ところで‘uncomfortable，

という語の響きは‘unconformable'という語を連想させ、国教会の慣行・しきたりには従わないと

いうことを暗示しているようだ。国教会に対する反発から彼が非国教会派、特にウェスレー・メソ

ジスト派とランターに向かっていったのは自然な成行きであった。

自伝的著作には、ウェスレー・メソジスト派についての次のような回想がある。
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afterthislturnedamethodistbutlfoundthelowerordersofthispersuasionwithwhom

lassosiatedsoselfishnarrowmindedandignor[ant]ofrealreligionthatlsoonleftthe、

[and]sankintom[ethodist]sectsagentheybelievedeverybad[opi]nion[exceptabou]t

themselv[es][Henson]thepreacherthenof[MarketDeeping]2６

恐らく①国教会のなかに紳士階級を気取る俗物根性、いわゆる‘socialsnobbery'を感じとって失望

したこと、＠国教会が貧民の圧迫に加担していることに憤慨したこと、①信者の階級をその魂の状

態ほどには重要ではないと見なす傾向によって非国教会派は労働者階級の貧民を魅了していた、と

いうような理由でクレアはウエスレー．メソジスト派の会員になったのであろう｡27この派とクレア

の関係の最初の証拠は1819年12月20日付けのDruryから'mylor宛の書簡から判断すると「1819年

末までにはクレアは脱会することができる程十分長くウェスレー・メソジスト派の正会員であった」

ということはほぼ確実である｡28この宗派の低俗な連中が「ひどく利己主義的かつ狭量であり、真の

宗教についても無知で」あると分かった時彼らとは縁を切ったが、再び交わるというふうであった。

クレア自身宗教に関する信念をもってはいたけれども、1819年末までは家庭の経済的苦境･詩人とし

ての成功とそれに伴う村人から受けた疎外感・村落共同体において横行していた偽善行為によって苦

汁を嘗めさせられた経験といったことが彼をしてこの宗派の入脱会を繰り返させたのではあるまい

か。1820年に最初の詩集Ｐｂg"zsDgsc励蜘gq/R"”ﾉＬ舵α”ｄＳｂ“eぴが出版された頃彼は脱会して

いるが、その理由は①自分の経歴を良くすること、②彼がこの派の中流階級意識･偏見を嫌ったこと、

①この派が労働者階級の人々をますます信じなくなり、彼らが政治改革をしつこく迫るのではないか

と疑っていたこと等が推測されている｡29脱会へと最も強く衝き動かしたのは、非国教徒との交際が

詩人としての経歴にとって大きなマイナスになるという認識であったに違いない。この派を脱会す

ることはパトロンの不興を買わないためにも必須のことであった。ヘルプストンの牧師であったＣ，

Mossopは1820年３月のクレア宛の書簡の中で「Ladstock卿の永続的庇護はクレアの振舞い次第で

あるから、クレアは注意深く監視されるであろう」という意味のことを言っている｡30農業労働者が

詩人になるということにおいては、その低い身分がもたらす障害は現代のわれわれが想像する以上

に過酷なものであった。その過酷さは、端的にいえば、読者層である上流階級の趣味や流行に合わ

せることが創作のモチーフ・目的や詩人の思想・信条よりもはるかに重要であったということであ

る。こうしてみるとクレアは国教会にたいしては表面上だけでも賛同せざるを得なかったであろう

し、非国教会派にたいしては逆に誹誇せざるを得なかったことは容易に推察できる。もしそうであ

るならば、クレアが‘Ireverencethechurch，と記したことは読者層や国教会の福音主義者３１である

パトロン達を刺激しないためのポーズであると受け取れよう。彼は国教会派の人々に面と向かって

非難するような率直な行為は必ずしも前途ある詩人にとって喪明なことではなく、国教会をひとり

で相手にすることを引き受けるような馬鹿な真似はしたくなかったのである。その意味では彼が福

音主義者のパトロン達を受け入れる態度をどの程度単純化できたかはキーポイントであったろう｡３２

‘TheParish，をほぼ書き終えていた1824年４月にはクレアはランターの会衆となっていた。彼ら

の素朴さ、崇高な信仰心、たゆまぬ情熱といった長所に感動した。彼らの目的は社会を変えるのでは

なく人々の魂を救済することであり、指導者のＨｕｇｈＢｏｕｍは彼らがノンーポリであるように教導し

たにもかかわらず、彼らは反対派から迫害された。彼らが迫害されたことにたいしてクレアが共感

を抱いていたことも彼がランターの集会に参加する理由であったろう。同年４月20日付けのHessey

宛の書簡にはこういう個所がある。
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lhavejoindtheRantersthatislhaveenlistedintheirsocietytheyareasetofsimple

sincere＆communingchristianswithmorezealthen＊knowledgeearnest＆happyin

theirdevotionsOthatlcouldfeelastheydobutlcannottheiraffectionforeachother

theirearnestthosimpleextemporeprayersputsmydarkunsettldconsiencetoshame３３

(＊than）

しかしその後まもなく、ランターと交わったけれども彼らのように信仰に熱中できないとわかると、

彼は信仰への疑念と不信心に悩まされると同時に死の恐怖に襲われ、死後の世界について膜想す

る。またウェスレー・メソジスト派との交わりは同年５月８日付けのmylor宛の書簡のなかで‘the

sincere＆enthusiasticmannersofthemethodistsindevotionputsmyglimmeringconsienceto

shame'34と言わせている。1824年はランターとウェスレー・メソジスト派との間で揺れ動いた、ク

レアの精神史における重大な年であった。この二派を含め、彼が経験したキリスト教徒一般につい

て1824年４月３日付けの'1をlylor宛の書簡で次のように述べている。

Iagreewithyouthatthereligioushypocriteistheworstmonsterinhumannature＆ｓｏｍｅ

ｏｆｔｈｅｓｅｗｈｅｎｔｈｅｙｈａｄｇｒｏｗｎｓｏｆlagrantastobediscoverdbehindthemasktheyhad

takentosheltertheirwickednessledmeatfirsttothinklightlyofreligion＆sureenough

someofthelowerclassesofdissentersaboutusareverydecietful＆infactdangerous

charactersespecialyamongthemethodistswithwhomlhavedetermindtoassosiatebut

thenthereareamanysinceregoodonesｔｏｍａｋｅｕｐ＆whyshoudthewickeddeterus

fromtakingcareofourselveswhentheyougｈｔｔｏａｐｐｅａｒｉｎｏｕｒｅｙｅｓａｓａｗａｍｉｎｇｔｏｍａｋｅ

ｕｓｔｕｒｎｔｏｔｈｅrightway-myopinionmyloroftrueReligionamountstothis35

また同年９月26日付けの‘TheJoumal'では次のように書いている。

[I]ｃａｍｅhome＆readachapterortwointheNewTbstamentlamconvincdofitssacred

design＆thatitswriterswereinspirdbyanalmightypowertobenefittheworldbytheir

writingsthatwasgrowingdeeper＆deeperintounfruitfulignorancelikebogs＆mossesin

neglectedcountrysforwantofculture-butlamfarfrombeingconvincdthatthedesird

endisorwillbeattaindatpresentwhilecant＆hypocrisyisblasphemouslyallowdtomake

amaskofreligion＆topassascurrentcharacterslwillnotsaythatthisisuniversalGod

forbid-36

1824年を境に、1814年以来のこれら非国教徒との集中的あるいは断続的交際の後、最終的にかれ

らと断絶したことは彼自身の過去と彼の属する社会との断絶を象徴し、その後の詩に深大な影響を

及ぼすことになる。

(５）

次に国教会に属する登場人物の描写を見ていきたい。以下は教区教会内部の人間模様である。教

区の主要メンバーである教区委員、治安官、民生委員については、
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ChurchwardensConstables＆Overｓｅｅｒｓ

ＭａｋｅｓｕｐｔｈｅｒｏｕｎｄｏｆＣｏｍｍｏｎｓ＆ofPeers

Withlearningjustenoughtｏｓｉｇｎａｎａｍｅ

＆Skillsufficientparishratestoframe

＆cunningdeepenoughthepoortocheat

Thislearnedbodyfordebatingsｍｅｅｔ（1220-5）

3１

と言われ、やはり無知と校滑が彼らの特徴であり、彼らが貧民を欺くことに詩人は憤る。彼らは上・

下院の議会よろしく議員団を構成し、署名ができる程度の学識と教区税を案出するのに必要なわず

かな能力しかないが、貧民を詐取するための十分な校滑は持ち合わせている。彼らの秘書である教

会書記はこう描かれる。

TheirsecretaryistheParishClerk

Whomlikeashepherdsdogtheykeeptｏｂａｒｋ

＆gatherrates＆ｗｈｅｎｔｈｅｎｅｘｔａｒｅｄｕｅ

Ｔｂｃｒｙｔｈｅｍｏｅｒａｔｃｈｕｒｃｈｔｉｍｅｆｒｏｍｈｉｓｐｅｗ

Ｈｅａｓｔｈｅｉｒ‘Jackofalltrades'steadyshines

Throthick＆thintosanctiontheirdesigns

WhoaｐｅｓｔｈｅｐａｒｔｏｆＫｉｎｇ＆Magistrate

＆actsgrandsegniorofthisturkishstate

Whovotesnewlawstothosealreadymade

＆actsbyforcewhenoneisdisobeyd

Havingnocreditwhichhefearstoloose

Hedoeswhateverdirtyjobstheychuse（1230-41）

彼らは教会書記を牧羊犬のように飼っている。それは彼に教区税をどなりながら集めさせ、別の税

の納期がくれば、そのことを彼の座席から叫ばせるためである。彼は彼らの堅実な「万屋」として

秀で、万難を排して彼らの目論見を正当化する。彼は王や長官の役を猿真似し、トルコ帝国皇帝の

ように振舞う。既成の法よりも新しい法に賛成し、新法が遵守されないときは権力ずくで従わせる。

彼は失う心配をすべき信用は持っていないので彼らの望むどんな汚い仕事もする。次に「黒梶棒屋」

に移ろう。当時行政単位でもあった教区の教会は役所・警察・裁判所の機能を兼務していたが、晒

し台の監督者かつ手錠の管理者であった「黒梶棒屋」は警官・刑の執行人・教区税の徴税人の仕事

もし、教区の権力者達のお先棒担ぎである。彼の晒し台や手錠といった商売道具は彼の威厳をひど

く台無しにしている。というのは良識ある者は彼を見てあざ笑い、彼の商売道具ほど人の名前に光

彩を与えた道具はないと彼に聞こえるように皮肉を言うからである。それはまた彼のひどい所行が

｢ずるがしこさ」で堅く護られてはいるが、しばしば隠し被せなくなるからである。彼の所行は密輸

入者の取引のように月光を避け、暗闇に乗じてなされるのであるが、被いの裂け目からちらりとの

ぞけるし、時として突然に露見するからである。

Ｔｈｕｓｓｕｍｍｏｎｓｏｆｔａｒｅｓｅｒｖｅｄｉｎｈｏｐｅｓofpelf

Toovercharge＆ｇｅｔａｆｅｅｆｏｒｓｅｌｆ

＆villagedanceswatchedatmidnighthours
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Inthemockerrandofhisruleingpowers

Withfeignedpretencegoodordeｒｔｏｐｒｅｓｅｒｖｅ

Ｏｎｌｙｔｏｂｒｅａｋｉｔｉｆａｃｈａnceshoudserve

Fbrmarriedclownshisactionscloselymark

＆jealousgrowatwhispersinthedark

Whencebroilsensue-thenfromthenoiseyfray

Himselfhathmadesneaksunpercievedaway

Liketothefoxwhomyarddogsbarksaffright

Whenonthepointofrobbingroostsatnight

SuchisthisSanchoofthemagistrates

＆sucharemostknavesofthosepettystates（1252-65）

彼は金欲しさに呼び出し状を送り、自分の懐に入れるために余分の科料を請求する。また村の支配

者達のいいつけだと偽って舞踏会があっている真夜中に家を一軒一軒見回るが、そのいいつけとい

うのも治安を維持するというでっち上げたもっともらしい口実である。彼はチャンスがあれば自ら

治安を破ろうとする。即人家に押し入り、窃盗を働こうとする。村の既婚の労働者の男達が彼の行

動を細やかに監視し、暗闇の中のささやき声を聞いて警戒心を募らせる。その内の一人がまさに盗

みをせんとする彼を見つけ、騒ぎが起こる。つまり彼は舞踏会の真夜中、空き巣狙いを働くのであ

る。「黒梶棒屋」において風刺の対象となっているものは‘pelf，。‘self，。‘mock'・‘feigned'という語

が示すように利己心とそれを実現するための虚偽である。彼にはもうひとつの見逃せない様相があ

る。それは彼が貧民を圧迫していることである。

'1もlskingthepauper[his]labourstostand

OrclappingonhisgoodstheParishBrand

Lestheshoudsｅｌｌｔｈｅｍｆｏｒｔｈｅｗａｎｔｏｆｂｒｅａｄ

Ｏｎｐａｒｉshbountyratherpindthenfed

Orcarryingtheparishbookfromdoortodoor

Claimingfreshtaxesfromtheneeｄｙｐｏｏｒ

＆ifoneshungerovercomeshishate

＆ｂｕｙｓａｌｏａｆｗｉｔｈｗｈatshoudpaytherate

Heinstantsetshistyrantlawstowork（1278-86）

貧民に重労働を課したり、彼らがパンを買うために家財道具を売却することを阻止するために、そ

れらに教区の焔印をどんどん押していく。また納税台帳を持って貧民の一軒一軒を回り、新たな税

を課す。彼らが税を納めずパンを買おうものなら、「暴君の法」を発動させる。

「黒梶棒屋」と彼の主人の関係は「類は友を呼ぶ」というようなものである。「両者とも利己主義

のためには大変汚れた足でさえなめる」（Bothforselfinterestlickthefoulestfootl301）のであ

り、「まったくさもしい行為であることや悪臭にもかかわらず／利得というパン屑をとても汚い下水

だめから拾い上げる」（＆spiteofallthemeaness＆thestink／Picksupgainscrumblesfrom

thedirtiestsinkl302-3)。これらの詩行のイメージは彼らが‘selfinterest'のためにはどんな卑劣

な行為も厭わないことを表しており、クレアの風刺の辛錬さはその極に達している。産業革命期を
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通して英国民の心を捕らえて放さなかった「利己主義」の隆盛とともに「真実」や「正義」を尊び、

それらを実質あるものにしようと努める精神は衰微していった。そういう新しい社会にたいし次の

ように糾弾する。

＆whyshoudpowerorpridebetrayitstrust

lsittoooldafashiontobejust

Ordoesselfinterestinclinationsｂｅｎｄ（1334-6）

クレアの国教会派の人々へのラディカルな攻撃はこの三行に収敵されるであろう。即教区の支配者

を構成する高ぶった権力者達は、彼らを信頼する被支配者である貧民の期待を何故裏切らねばなら

ないのかと問い質す。権力者達にとって貧民にたいして公明正大であることは余りに古くさい、時

代遅れの流行とでも思っているのかと問い質す。‘just'という語は法的な意味においてのみならず、

神の眼からみてその教えにたいして正しいのか、義にかなっているのかという宗教的な意味におい

ても用いられている。あるいは利己主義者は己がもつ傾向、即利得追求への過度の欲望を克服して

いるのかと質している。言い換えれば利己主義者は自己中心的であり、他人の利益を顧慮しない傾

向をもつが、この傾向を克服し、権力者として貧民にたいして同胞愛や共感を感じ、村落共同体に

おける相互扶助の精神を発揮することによって、自らの責任を果たしているのかと糾弾している。

次に農業家Finchを見てみよう。彼は「有徳の士」として傑出しており、「公的生活においてはま

ったく厳格で、正直かつ誠実であり｣、キリスト教徒としても模範的な信徒である。牧師は自分の説

教でFinchが聴かなかったものは一つもないと言って彼を誇りに思う。熱狂的な非国教徒さえ彼よ

り善人にはなりえないと他の信徒の誰もが口を揃えて言う。これが彼のうわくの、教会という公の

場での姿である。ところが彼の正体はこうなのである。

－Ｉｎｔｈａｔｓａｍｅｃｈｕｒｃｈ＆inthatverypew

Whereheeachsabbatｈｓｉｎｇｓ＆reads＆prays

Hejoinsthevestryuponcommondays

Cheatingthepoorwithleveysdoublylaid

Ontheirsmallmeansthaｔｗｅａｌｔｈｍａｙｂｅｄｅｆｒａｙｅｄ

Ｔｏｓａｖｅｈｉｓｏｗｎ＆othershiscompeers

Hewrongsthepoｏｒｗｈｏｍｈｅｈａｓｗｒｏｎｇｄｆｏｒｙｅａｒｓ

Ｍａｋｉｎｇｔｈｅｈｏｕｓｅｏｆｐｒａｙｅｒｔｈｅｈｏｕｓｅｏｆｓｉｎ

＆placingSatanashighpriestwithin

Suchisthisgoodchurchgoingmorralman

Thismanofmorralsondeseptionsplan

Soknavesbycantsteerfreefromsinscomplaints

＆Hatteryscunningcoinsthemintosaints（1387-99）

彼は教区総会のメンパーであり、貧民を扇して彼らに二重の課税をする条例を画策する。それは

富者が納めるべき税を貧民に肩代りさせようという意図である。彼自身と彼の仲間達の納税による

出費を節約するために貧民を虐待し続けようと言うのだ。Finchは真の「有徳の士」であるならば、

貧民を精神的のみならず経済的物質的にも「救済する」（save）べきであるが、実態は逆で、貧民を

｢欺き」（cheat)、虐待するのである。クレアは「救済する」という教会の使命をFinchの所行を暴
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露することで鋭く皮肉っている。クレアのcheatとsaveという語の使用法は国教会の有徳の信徒と

教区総会の本性を言い得て妙である。Finchの正体の特徴を表す語はcheat・deception・cantであ

る。彼は教会を「祈りの家」ではなく「罪の家」にし、Satanを大司祭にしている。彼のような連

中は信心深さを装った言葉使いによって「罪の苦しみ」をうまく回避し、彼らを取り巻くずる賢い

追従者達は彼らを篤信家に作り上げるというのである。

(６）

国教会内部とFinchが参加している教区総会についてさらに詳しく見ていこう。教会を表面上

だけは神の家にし、実際は悪魔の家にしていることによって神を冒涜している教区総会のメンバー

は､37貧民には何の負債もないのに「貧民から身ぐるみはぎ取り、衰弱しすぎて抵抗できない困窮者

からひどい命令でパンを強奪するために」（Tbfleecethepoor＆robwithvilecommand／Want

ofitsbreadtoofeebletowithstandl354-5）集まる。そういう目的をもつ「教区総会」（parish

vestrys）を詩人はこう説明する。

FbrintheseVestryscunningdeepasnight

Plansdeedsthatwouldbetreasontothelight

＆ｔｈｏｓｏｈｏｎｅｓｔｉｎｉｔｓｏｗｎｄｉｓｇｕｉｓｅ

Ｔｗｏuldbeplaintheftexposedtoreasonseyes

Fbrthewholesetjustastheypｌｅａｓｅｃａｎｐｌａｎ

Ａｎｄｗｈａｔｏｎｅｓａｙｓａｌｌｓanctiontoaman

Selfinterestruleseachvestrytheymaycall

＆ｗｈａｔｏｎｅｓｔｉｃｋｓｆｏｒｉｓｔｈｅｇａｉｎｏｆａｌｌ

Ｔｈｅｓｅｔ－ｔhusknaverylikecontagionruns

＆thusthefatherscardbecomesthesoｎｓ

Ｂｏｔｈｐｌａｙｏｎｅｇａｍｅｔｏｃｈｅａｔｕｓｉｎｔｈｅｌｕｍｐ

＆thesonsturnupshowsthefatherstrump（1358-69）

貧民を虐げる教区総会の校滑な者達のたくらみは‘deepasnight，という表現で、その所行は‘deeds

thatwouldbetreasontothelight'という表現で形容されているように、暗闇のイメージである。

彼らの狙いは夜の闇のように表面下深く、校滑な手口のため非常に計り難い。彼らの所行は「光

にたいする反逆であろう」というが、‘thelight'を「天上界の輝き」（thebrightnessofHeaven）

あるいは「神の真理もしくは神の愛等によって魂を暗愚から光明の世界へと救済すること」（the

illuminationofthesoulbydivinetruthorlove,etc・ＯＥＤ７.a）の意味にとるならば、それは暗愚

から魂を啓蒙し、解放する宗教への反逆であると、また‘AppliedtoGodasthesourceofdivine

lightandtomenwhomanifestit，（OED７．c）の意味にとるならば、神の意志にたいする反逆で

あると解釈される。教区総会は「良識ある者」（commonsense）や「理性ある者の眼」（reasons

eye）からみればそのように映る。教区総会員のこころを占めているのはやはり利己心であり、彼ら

がそれに固執するのは親族や仲間全員の利得のためである。教区総会はそういう者達の集合体であ

り、彼らは共謀して「われわれを扇し｣、即労働者階級を欺き、収奪しようとするのである。

最後に利己心に捕らわれており、利得への執着から脱しきれない聖職者の描写を見てみよう。「恐
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怖判事」（Justice亜rror）は親族のひとりを牧師補に引き立て、豪邸に住まわせる。この牧師補の

利己心は次のように攻撃される。

Ｗｈｏｓｅｌｏｖｅｏｆｇａｉｎｍａｋｅｓｕｐｆｏｒｗａｎｔｏfgrace

Whowearshispriesthoodwithatradersskill

＆makesreligionleamtomakeherbill

Ｗｈｏｅｒｅｈｅｃｕｒｅｓｈｉｓｓｈｅｅｐｏｆｔｈｅｉｒｄｉsease

Likelawyersstudysoerthechurchesfees（1529-33）

彼の内面には美点が無い。その代わりに利得への愛着だけがある。「商人の手腕」を発揮することに

よって利己を計ることは「聖職」（priesthood）の本質を空洞化することである｡38教区民の苦悩を

癒すよりは教区税を熟慮するほうが大切である。教会に入ってくる埋葬料．婚姻届出料といった諸

手数料を独断で値上げしたり、余分に取ったりする。一例を挙げると教区外の土地で死んだ者は教

会墓地に埋葬される権利は失われ、残された生活必需品の没収手数料は二倍取られるという具合で

ある。神の代理人としての牧師補の利己心のすさまじい有様をこう描く。

Withhimselfinteresthasafaceofbrass

Ashamelesstyrantthatnoclaimssurpass

Whoshrinksatnothing＆woudnotdisdain

Totakeafarthinginthewaysofgain

Orlesswhaterehisclaims＆feesenjoin

lfsuchafractionwasacurrentcoin

Suchisthesubstitutepｕｔｏｎｔｏｋｅｅｐ

Ｔｈｅｃｌｏｓｅｓｈｏｒｎｒｅｍｎａｎｔｏｆｈｉｓｗｏｒshipssheep

＆ｂｙｅ＆byehopesathisfriendsdecay

Tbbesoleshepherd＆recievefullpay（1552-61）

破廉恥という点では、利己心にとらわれた牧師補の右にでる者がない。彼は通貨なら一銭でも獲得す

ることを厭わない。引用文中で注意すべき表現は‘thecloseshomremnantofhisworshipssheep’

であろう。これは「閣下の羊のなかで、毛を短く刈り取られ、生き残っている羊達」という意味で

あるが、教区の支配者によって諸権利や生活の手段を奪われていった下層労働者の教区民を指して

いる。私欲に満ちた牧師補はこういった貧民を「飼う」べく任されているが、実際は彼らから金品

を収奪しているのである。「羊飼い」である友人の体が衰弱すると彼は自分がただ一人の「羊飼い」

になり、給与を独り占めしたいと思う。こういう実態を目の当たりにしていたクレアはここでもま

た‘selfinterest'と宗教の関わりについて礼している。

＆isreligiongrownsocommonplace

Toplaceselfinterestforemostintheｒａｃｅ

＆leavepoorsoulsinSatansclawsconfind

Crawlinglikecrabsacarelesspacebehind（1562-5）

《宗教》は競走において「利己心」を第一に重要なものと考え、貧しい人々の魂をSatanにとらわれ
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た状態のままに放置する。真っ先に駆ける「利己心」とは対照的に《宗教》の本来の姿である救霊

活動は蟹のようにノロノロとのんきな足どりで後方を這っている。神の代理入である聖職者は貧し

い人々をなおざりにしているため、彼らの魂は罪に汚れたままの状態で、信仰心も湧くことはない。

これ程まで《宗教》はつまらないものになり下がっているのか、聖職者は何はさておき第一に貧民

を物心両面において救済するのが勤めであるが、ことほどさようにその勤めを忘れ、‘selfinterest，

にとらわれているのかと問い詰めている。‘careless,という語は貧民にたいして不注意であるという

コノテイションをもつ。クレアにはこの牧師補が反宗教的な悪魔にくみする者と思われた。

さて以上非国教会派と国教会の信徒や聖職者の特徴を詳細に見てきた。クレアは宗教が利己心に

毒され、堕落する以前即宗教の実質がなくなり、教区の庶民を見捨て、例えば狩猟のような娯楽を

聖職者が噌み始める以前に生存していた一人の牧師を描いている。彼は庶民と同様質素な生活を送

り、飢えた者が食べ物を求めてくるかぎりはなに一つ無駄にはしなかった。彼がパンをもっている

間はそれを飢えた者達に分け与えた。非難攻撃された信徒や聖職者とは対照的である、クレアの理

想的な聖職者像は次のごとくである｡3９

Hischiefestpleasurecharitypossest

lnhavingmeanstomakeanotherblest

Littlewashis＆ｌｉｔｔｌｅｗａｓｒｅｑｕｉｒｅｄ

Ｃｏｕｄｈｅｄｏｔｈａｔｔｗａｓａｌｌｔｈｅｗｅａｌｔｈｄｅｓｉｒｅｄ

Ｔｈｏｓｍａｌｌthegifttwasgavewithgreatestｗｉｌｌ

＆blessingsoeritmadeitgreaterstiｌｌ

Ｏｎｗａｎｔｓｓａｄｔａｌｅｈｅｎｅｖｅｒｃｌｏｓｅｄｈｉｓｄｏｏｒ

Ｈｅｇａｖｅｔｈｅｍｓｏｍｔｈｉｎｇ＆ｈｅｗｉｓｈｄｉｔｍｏｒｅ

Ｔｏａｌｌａｌｉｋｅｃｏｍｐａｓｓionshandwasdealt

＆everygiftthosmallwasdeeplyfelt（1614-23）

慈善に満ちた彼は貧民を援助し、少しでも幸せにする資産をもつことに最大の喜びを見いだす。自

分のために所有するもの、自分のために要求するものはほとんど無い。困窮する人々に施す量だけ

が彼の欲求のすべてである。施す物の多いことだけを望む。彼の「共感からなされる援助」は求め

る者皆に等しくなされる。‘compassionshand'は重要な意義をもつ。この牧師が貧苦にあえぐ人々

の気持ちになることができたということを表すcompassionは聖職者には欠くべからざる人間的な

能力である。この能力があってはじめて彼は施しをすることによって利他の精神を発揮できた。施

しを受けた者から感謝の言葉を返してもらうだけで彼は満足する。そのことを簡潔に表している詩

行は「もしその行為の価値が認められたのなら、当然のごとくその行為は報いられた」（＆ownd

wasworthrewardedasitoughtl626）である｡40クレアは「回顧的理想主義者」（aretrospective

idealist）であると言われるように､4'彼はそう遠くない過去にこの‘oldgoodvicar'を措定し、そ

の美徳を強調している。そしてこの強調は、「宗教は今や篤信家ぶった言葉使いにすぎない／信仰深

さを装った者に欠けているものを隠すマントである」（Religionnowislittlemorethen＊ｃant／

Acloaktohidewhatgodlinessmaywant455-6＊than）という表現が示すように、このような

美徳が当時村落共同体の中で急激に消滅しつつあったことを意味する。この理想化された牧師にみ

られる利他主義の実践こそ、この詩全体に溌る批判精神の根拠となっている。

ところで‘selfinterest'を信奉する教区の中産階級の信徒達の形骸化した信仰と宗教上の一般的な
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態度については次のような一節がある。

Theylovemildsermonswithfewthreatsperplexd

＆deemitsinfultoforgetthetext

Thentumtobusinesseretheyleavethechurch

＆ｌｉｎｇｅｒｏｆｔｔｏｃｏｍｍｅｎｔｉｎｔｈｅｐｏｒｃｈ

Ｏｆfreshrateswantedfromtheneedypoｏｒ

＆listoftaxesnailduponthedoor

Littlereligionineachbosomdwells

＆thatsleepssoundtillsundayschimingbells（473-80）

3７

彼らは穏やかな説教を大歓迎し、キリスト教徒としての不信心を突いた厳しい説教の脅しの言葉に

まごつかされることはほとんどない。聖書の語句を忘れることを罪深いことだと思い、不信心を罪

深いことだとは思わない。彼らの宗教にたいする心構えの有様をよく示している一文は、「彼らの心

は教会を出るまえに商売のことに向いている」である｡この一行は産業革命期における中産階級の

一般的精神構造を表出しており、すぐれて印象的である。‘business'は他人への共感を志向する宗教

とは相反する、他人との競争の原理を内包している。それ故彼らは貧民が求める新たな救貧税の一

覧表を見てはこれを酷評する。自己の利益を実現するためには、同胞の苦境を無視する彼らの心の

中には共感はない。つまり慣習上形式的に教会に通うが、彼らにはほとんど宗教心はないと詩人は

見た｡42‘business'という語が産業革命期における中産階級の信徒達の最大の関心事を表すばかりで

はなく、教会自体にも内在し、宗教を堕落させている聖職者達の最大の関心事でもあったことを暴

露する一節を見てみたい。

Wblvesmaydevouroppressionsfiendsmayreign

Nonesnightolistenwhenthepoorcomplain

Toohighreligionlooksherflockstowatch

Orstoopfrompridetodwellincotsofthatch

Scenestooimportantconstantbusinｅｓｓｂｒｉｎｇｓ

Ｔｈａｔｌｅｎｄｓｎｏｔｉｍｅｔｏｌｏｏｋonhumblerthings

Toomuchofpleasureinhermansiondwells

Tohearthetroubleswhichthｅｐａｕｐｅｒｔｅｌｌｓ

Ｔｏｔｕｍａｌｏｏｋｏｎｓｏｒｒｏｗsthomyways

Likegoodsamaritansofformerdays

'Ibhealinmercywhenfoulwrongspursue

＆weepoeranguishassheoncewouddo（1698-709）

産業革命に連動した農業革命において「偽物の改革の計画が荒れ地を囲い込んだ」（mockd

improvmentsplansenclosedthemoorl692）状況のなかで、貧欲な権力者達は貧民を圧迫するが、

貧民の苦情に耳をかす者は誰もいない。「宗教」も高遠すぎて教区の庶民の世話をしないし、自らの

高ぶりもあって農業労働者の小屋で栄えることはない。商売あるいは事業が絶えずあまりに重要な

場面を引き起こすので「つまらない事柄」（humblerthings）をながめる暇など「宗教」にはないと

言う。「宗教」の属性である‘high，とは対照的な‘humble，という形容詞は地位・境遇が低く、卑し
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いことを含蓄している。クレアにとって、「約束の地へと旅する巡礼者達のための荒野における標」

となり、現世の圧迫・支配に押し潰されないよう弱者を励まし、ｒ疲れたる者を休め、貧者を解放す

る」（toresttheweary＆relievethepoorl725）ことが教会の使命であり、存在理由である。教

会が保護者であった良き時代の宗教は「多くの苦難を受けるべく生まれた貧しい、孤独な社会の除け

者」（thosepoorlornoutcastsbomtomanycaresl756）への共感を主張したが、その宗教が今

ではself､interestとbusinessによって空洞化されている様相をクレアは次のようにとらえている。

Religionshumblepleawasfeltinvaｉｎ

Ｗｈｅｎｒｕｉｎｅｎｔｅｒｄｗｉｔｈｔｈｅｈｏｐｅｓｏｆgain

ltsweakdefencewastrampledunderfoot

＆allitspridelaidleveltoitsroot（1735-9）

この現象は、self-interestを実現するために「囲い込み」を目論見、遂行した時代のエートスが自然

の破壊と同時に人間精神における破壊をも現出させ始めたときのものである。「宗教」はself-interest

にたいして自分を堕落させ、空洞化しないようにと「控え目な懇願」をするけれどもその意は汲まれ

ることはない。「宗教」の弱い防御は踏みにじられ、困窮する人々の救済という「宗教」の「誇り」

も地に落ちる。ここでも‘humble，という語は‘lowlycondition,rank,orestate，（OED２）を含意

し、「樹樹や雑草の無い教会の境内は昔とは大いに異なる情景を見せている／教会が保護者であっ

た時代をよく知る人々にとっては」（鹿rdifferentscenesits(churchyard，s)nakednessdisplays／

Tbthosefamiliarwithitsguardiansdaysl732-3）における‘nakedness，と共に‘ruin'、‘trampled

underfoot，及び‘laidleveltoitsroot'は樹木・茂み・泉を取り払い、荒れ地を平らな耕作地に変え、

共有地を私有地に変えた「囲い込み」を暗示する。ｒ囲い込み」による自然界の破壊は詩人が目の当

たりにした光景であった。「囲い込み」に象徴される農業革命を推進した権力者達は経済的変革と不

可分の関係にある政治的変革の唱道者であり、「自由」を標傍した。この詩における政治的な側面に

ついては稿を改めたい。

(７）

これまで非国教徒、国教徒、教区総会、理想的牧師像、宗教の堕落現象についての詩行を検討して

きた。非国教徒を風刺しているのは、1824年まで彼らと断続的に親しく交わっていた事実を隠すこと

によってか、もしくは歪曲することによって詩人としての立場を良くし、将来性を損なわないように

という意図からではない。というのは非国教徒に劣らず、辛錬かつ徹底的に国教会も風刺している

からである。双方に属する人々 を一体とみなし、「真の地域社会精神と相互扶助」（truecommunity

spiritandmutualaid)43という基準からみて、社会の黄金時代からの堕落としての宗教界全般を風

刺していると考えるべきである。クレアは宗教そのものについてどのように考えていたのか。もう

少し明確な形でその考えを示している個所を見てみよう。

Religionsaimistruth＆differentcreeds

Bydifferentchannelsforthataimproceeds

Butmanywandermuddybytheway

＆darkwitherrorsstrugglefarastray
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Tillwearywiththetoiltheyfainteｒｃｒｅｅｐ

＆thenlikestagnantwatersstink＆sleep

Religionstruthaplainstraightjourneymakes

Whichfalshoodswanderingneverovertakes
●● ●

Ｔｉｓｎｏｔｌ･eligionbutitswantwhensects

Railｅａｃｈａｔｅａｃｈｔｏｈｉｄｅｔｈｅｉｒｏｗｎｄｅｆｅｃｔs

Fbrcalmnessquietcheerfulness＆love

ltsessenceistoaidourhopesabove

Tisvainphilosophythatwoulddecieve

TheMheertoomuchtodoubtortobelieve

Whatis＆ｗａｓｗｅｆｅｅｌ－ｗｈａｔｉｓｔｏｂｅ

'Eruthnothingknowstisguesspretendstosee

Eenearthsleastmysterysareaboveourskill

＆would､be､godsarebutherchildernstill（549-70）

3９

宗教の目的は真理であるという。信者はそれぞれ異なる様々な信条をもち、異なる様々な道程をた

どってその同じ目的に向かって進む。しかし途中で多くの者が欲望から生じる誘惑に負け、信仰の

道を踏み迷い、道端で憂欝な顔をしている。そして誘惑に負け、過ちを犯しているので暗い表情を

して良心の珂資に苦しみながら立ち直ろうとするけれども、そのつらい努力に疲れ、信仰心は薄ら

ぎ、ついには「淀んだ、掃き溜めの水のように悪臭を放つ」罪深い生活に浸るという。宗教の目指

す真理は信仰心をもって徹底的にまつすぐに進まなければ到達できない。信仰心をもったふりをす

る偽の信徒は煩悩に負け、横道にそれるので、ひたむきに精進する者に追いつくことはけっしてで

きないのである。また諸宗派の信徒達が自分達の短所を隠すために互いに罵りあう状態は宗教心の

現れではなく、宗教心の欠如の現れであるという。「心の静誰・穏やかな明るさ・愛」の修得を実

現する希望を助成することが宗教のエッセンスであるというのがその理由である。宗教はまた人の

心を惑わすかもしれない空しい原理であるという。‘vain'という語は、人間にとって上述した希求

されるものを修得することがこの上なく困難であることを意味している。人々はあまりに沢山の説

教を聴くために何れを疑い、何れを信じてよいのか判断できない。人間は現存するもの、過去に存

在したものを感じるだけである。真理を知っている者は誰もいなく、それがわかっているようなふ

りをする者がいても、その者はただ憶測しているだけである。この世の最も些細な現象でさえ人間

の理解力の及ばないものである。自らを神に似て絶対的能力をもつ存在であると勝手に思い込んで

いるような人間もやはりｒ自然の子ら」にすぎないという。引用文中の‘truth，｡‘creeds，。‘love'｡

‘philosophy'といった語は宗教についての次のようなクレアの文章を想起させる。

Areligionthatteachesustoactjustlytospeaktruth＆lovemercyoughttobeheldsacred

ineverycountry-＆whateverthedifferencesofcreedsmaybeinlightermattersthey

oughttobeoverlookd＆theprinciplerespected44

義にかなって振舞うこと、真実を語ること、愛や慈悲の心をもつことを教える宗教はあらゆる国で

神聖なものと考えられるべきである。比較的取るに足らない事柄においては、各宗派の信条の差異
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がどういうものであろうと、その差異は大目にみられなくてはならないし、それらの宗教的信念・

主義こそ尊重されねばならないという。

‘TheParish'の宗教的な側面をこのように読んできたが、詩人の風刺の立脚点は「風刺の詩神が

あずき色の服を着るとき／シラミが狸物のように飛び跳ね逃げるけれど詩神は追いつき捕まえる」

(Whensatiresmuseputsonarussetgown／Thoverminstartasgamesherunsthemdown

421-2）というように常に庶民のひとりである。‘russet'は近隣の貧しい庶民が着る服の色である

russetbrownを暗示しており、詩神が庶民の見地から風刺していることを示している｡45詩の読者層

のほとんどが国教会に属する中・上流階級であってみれば、また詩文学とは縁のうすい農業労働者

の出身である詩人に伴う微妙な立場や創作活動への制約を意識していたのであれば、彼らに対する

クレアの風刺の矛先が鈍くなってもやむを得ないところであるが、実際は「無理に読者に気に入ら

れようとするあのような偽善的な書き方なんかくそつくらえ」（Damnthatcantingwayofbeing

forcedtoplease)46と吐いた気概がこの詩にはうかがわれる。このような気概で書かれたこの詩の

風刺精神を支えていた最大の信念は何であったろうか。次の引用は現実認識から形成された、そうい

う信念を表出していると考えられる。高慢な者がこの世でいくら貴顕を誇っても、それははかない

ものである。それは「死」が騒慢な者の鼻柱を折るからであるということを忘れるなと戒める。そ

して次のようなことを肝に銘じるようにという。

Thathandthatformdthee＆lentprideitsday

Tookequalmeanstofashionhumblerclay

Onepoweraliｋｅｒｅｉｇｎｓａｓｔｈｙｇｏｄ＆theilns

Whodeaftopridewilllistｅｎｈｕｍｂｌｅｒｐｒａｙｅｒｓ

Ｈｅａｓｏｕｒｆａｔｈｅｒｗiththeworldbegan

＆fashiondmaninbrotherhoodwithma、

＆learnthouthisproudmantisnatureｓｃｒｅｅｄ

Ｏｒｂｅｔｈｏｕｈｕｍbledifthouwiltnotheed

Thekindredbondwhichourfirstfathergave

Provesmanthybrotherstill＆notthyslave（1982-91）

創造者は神として高位の者も身分卑しい者も平等に造り、平等に取り扱う。この一神は「騒慢な者の

言うことは聞かないが、控え目な者の祈りは聞き入れる」という。無論‘humblerprayers'は「身分

卑しい者の祈り」とも受け取れる。神が天地創造のとき「人間を人間の同胞として形造った」ことは

｢自然界の教義」であること、神が与えた「人間の同等の紳」が人間は人間の奴隷ではなく同胞であ

ることを証明していることを忘れてはならないと諭している。こうした平等主義の確信こそが、産業

革命期に蔓延していた過熱したself,interestと、その結果人間を石炭や水と同じ様な労働力、即生

産するためのエネルギーの一部としてしか見なさなかった社会の堕落、とくに宗教の堕落を憤り、攻

撃したクレアの風刺精神を可能たらしめたものである。その憤りの激しさはクレアに‘Satireshould

notwaxciviloeritstoil／Thosweetselfinterestblossomsonthesoil'（75-6）という、この詩

の創作上の基本的心構えを書かせている。‘TheParish，を‘avitriolicandenergeticsatireonthe

corruptionsandpretentionsofvillagesociety'47にしているのは、彼の詩についての信念と社会に

たいする憤怒である。風刺の対象であるcant・hypocrisy・deceit・pretention等のｖiceに対して

honest・truth・reason・commonsense等のvirtueを対置させたこの詩は産業革命と「囲い込み」
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という形態で推進された農業革命がもたらした村落共同体における人間の精神の変化についての政

治的かつ道徳的批判の詩と言える。Thomtonはいみじくもこの詩が‘afierymoralpoem'48である

と結論した。そしてこの詩で活写された登場人物の生き様は確かにクレアが体験したヘルプストン

という村落共同体における事実から成る原風景に根ざしてはいるけれども、その時代と場所に限定

されることはなく、時間と空間を越えて今日でもわれわれの身近で見受けられる人間一般について

の批判として提示されていると言っても過言ではない。このことはＡ､Pollardのことばを借りれば、

‘TheParish'における風刺の「基本的態度が一時的なものを超越し、永続的意義を持っている｣49と

いうことである。あるクレア研究者は‘TheParish'が「貧困の諸原因を綿密に調べた1820年代のほ

とんど唯一の詩｣50であると評している。だが、この詩は決して事実の記述とその羅列に終始するよ

うな歴史的ドキュメントなどではなく、想像力の産物であることは改めて言うまでもない｡５１クレア

の詩はそのラディカルな政治思想と批判精神ゆえに今世紀の半ばまでmajorpoetの作品として本

格的に取り扱われ、研究されることは少なかった。だがクレアの詩は、「人類の触角」としての詩

人が当時の英国社会の実状について抱いた危機感に溢れている。現代人を取り巻く状況には、‘The

Parish'において風刺の対象として描出された物質と人間精神の関係に酷似したものがある。そして

今日われわれはクレアが抱いた危機感を共有できるようになった。それ故この危機感の重要性を理

解しながら、彼の洞察力に満ちた詩が再検討されねばならない。ようやく彼の詩の真価が認められ、

majorpoetとして彼の全貌が明らかにされつつある現在にいたってもなお彼の詩の原稿のすべてが

権威あるテクストとして日の目を見ているわけではない。こういった点、詩に関するクレアの観念、

‘TheParish'における社会・政治に対する憤怒と痛烈な風刺等についてある慧眼の批評家は次のよ

うに洞察力と示唆に富むコメントをしている。このコメントは傾聴に値するのではあるまいか。

TheferocityofClare'spoeticconvictionandsocialresentmenthastoooftenbeenassim‐

ilatedaspathosorpathologisedasmadness・ＩｔｈａｓｂｅｅｎｄｉｆＹｉｃｕｌｔｆｏｒｔｈｉｓｄｅｅｐｎoteof

politicalanger-anangerprovokedbybamongotherthings,thedifficultiesheexperienced

ingettingahearingwithinhislifetime-togetahearingafterhisdeath､Ｗｅｎｅｅｄｔｏｈｅａｒ

ｔｈｅｈａｒｄｉｒｏｎｉｃｅｄｇｅｏfClare'ｓｖｏｉｃｅｉｎｍ〃gRz7fsjz(where‘satiresmuseputsonarusset

gown')aswellasthethroatilycelebrantvｏｉｃｅｏｆかｅＳｿbeゆﾙe掴ｂＱｚ陀祁血税Thesubsequent

historyofthepoet'ｓｏｗｎ‘Remains，confirmsthetruthofhissuspicions.Itisabitterirony

that‘posterity'hashaduntilrecentlyonlylimitedaccesstothose‘Works'､5２

注

１JohnBarrell,Ｚ１〃g』上北zzq/L”｡sαゆeα”ﾒｶgSｾ，､seqmAz“ZZ3り-184りＦＡ〃Ａ””αcA〃ﾉﾙePbe”q〃りん邦Ｃ"”

（CambridgeU.Ｒ,1972),ｐ､231.

2SeeMarkMiner,‘JohnClareandtheMethodists:AReconsideration',副２４.海s"Ｒｏ”就批is加ＶＯｌｕｍｅｌ９，

Ｎｕｍｂｅｒｌ(BostonUniversitybl980),ｐ､３８．

３MarkStoreyed.,フルＬｅ"g応q〃りん〃CJhz”(OxfordU.Ｒ,1985),ｐ､２５０．

４１bid.,ｐ,２５４．

５１bid.,ｐ､３７７．

６KelseyThomton,‘ＴｈｅＮａｔｕｒｅｏｆＴｿigB”is",ｍｅﾉbA”CAZ”SOC”ﾉb脚加αﾉ(Number5,1986),ｐ､３３．

７EricRobinsoned.,７７igRz減sjlASbzjj〃(Penguin,1986),ｐ､22.
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８Thomton,ｐ,３３．

９JohnLucas,‘Clare'ｓPolitics',ノb〃〃Cjhz”肋Ｃｂ"た減ed､byHughHaughton,ＡｄａｍPhillipsandGeoffrey

Summerfield(CambridgeU.Ｒ,1994),ｐ､151.

10テクストはEricRobinsonandDavidPowelleds.,Ｔ１ﾙｇＥ"fyPbe"2sq〃ｂＡ〃Ｃ"”I8W-Z822VOlumell(Oxford

U.Ｒ,1989)を使用した。‘TheParish'からの引用はすべてこの版に拠る。引用文の末尾に付した（）内のアラ

ビア数字は行数を示す。

１１Eleine陸insteined.,〃ん〃“”:艶ﾉなcj洩fRpg"@s(UniversityTmtorialPress,1968),ｐ､138.

12Robinson,ｐ､１１．

１３Thomtonは‘TheParish'におけるクレアの道徳的激怒とcantの関係について次のように考察している。

Ｃｌare，ssenseofmoraloutrageislevellednotatpoliticsandeconomics,orenclosure,thoughtheydefinesome

oftheexpressionsofoppression,nordoesitseemtobelevelledspecificallyagainstthegapbetweenfarmer

andlabourer,thoughthatispartofitsexpressio､,butatcant.(p､33）

l4Miner,ｐ､４０．

１５Robinson,ｐ､１４．

１６恥ｇＬ"陀応q〃b伽Ｃ肱焔ｐ､500.

17JamesMckusick,‘BeyondtheVisionaryCampany:JohnClare，sresistancetoRomanticism，,〃ん〃α上z形助

Ｃｂ郡蛇域ｐｐ,225-6.

18氏instein,ｐ,９．

１９Fbinsteinは‘Eve…hadlovdanadam'という部分を‘Thisisambiguous,butitsuggeststhatthegirlwas

alreadymarriedbeforeshebeganherloveaffairwithRalph.,と解釈している。SeeFbinstein,ｐ､140.

20EricRobinsoned.,ﾉりん”αｔｚ”ＩＳＡ榔如6jng流ゆん”ﾉＷｼ"秘9s(OxfordU.Ｒ,1983),ｐｐ､25-6．（以下ﾉCAWと略記

する）

２１Robinson,ｐ､21.

22ﾉCAW;ｐ､33.

23Robinson,ｐ､18.

24ﾉCA砿ｐ､65.

25Miner,ｐ､33.

26ﾉCAW《ｐ､128.

27SeeMiner,ｐｐ､34-5.

28SeeMiner,ｐ､34.

29Miner,ｐ､３７．

３０Miner,ｐ､３６．

３l英国国教会は非国教徒の貧民救済活動に対抗して、貧民を国教会内に保持しておくために1797年福音主義派の

SocietyfOrBetteringtheconditioｎｏｆｔｈｅＰＯｏｒを形成した。SeeMiner,ｐ､33.

32SeeRobinson,ｐ､２２．

３３Ｔ昨Ｌｅ旋溶q〃bA〃αα沼ｐ､294.

341bid.,ｐ､296.

351bid.,ｐ,292.

36MargaretGraingered.,７ｿｾeMz勉”ﾉHKSわが四7℃ｓｅＷ減妨qgSq〃ｂＡ邦Cjhz”(OxfordU.Ｒ,1983),ｐ､182.

37国教会の内部とくに教区総会の宗教上の偽隔と涜神についてクレアは次のように酷評している。

Withinthechur℃hwherEtheyonsabbathdays

Mockgodwithalltheoutwardshowofpraise

Makinghishouseaphariseesatbest

GodsfOroneday＆Satansalltherest（1346-9）

３８１８世紀後半における国教会の状態についての次の記述は、クレアが経験した19世紀初頭にもあてはまるであろう。

「教会はどうであろう。聖職議会は事実上機能を停止しており、また主教たちは地位と富と社交を追求するに忙し
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かつた。他方、合理主義の普及もさることながら、正統的キリスト教も道徳的体系以上のものではなく、説教の

多くは道徳的実践の論述とかわりはなかった。大衆にたいする教会の救璽教化の事業は、忘れ去られたかのよう

であった」（小笠原政敏、『教会史・下』、日本基督教団出版局、1977、ｐｐ､65-6）

３９ArthurPollardは、現実と理想についての風刺家の意識と社会の関係を次のように述べている。「調刺は常に現

にあるものとあるべきはずのものとの違いを鋭く意識している。…彼（調刺家）が社会で成功を収めるためには、

表面的であれ、社会が彼の掲げる理想に同調しなければならない。社会が口先きだけでも、調刺家の理想に同調

するならば、彼は単に悪徳の摘発者にとどまることなく、もっと巧妙かつ有効にその力を発揮できる立場に霞か

れる。すなわち、そうしたときにこそ調刺家は外観と内実の矛盾をうまく利用し、とりわけ偽善を暴露すること

ができる」（アーサー・ポラード、ｒ調刺』、鈴木善三訳、研究社、昭和47年、ｐ､4）

４０Fbinsteinは‘owndwasworth'を‘ifworthwerErecognised，とパラフレーズしている。SeeFbinstein,ｐ､141.

41Miner,ｐ､３８．

４２「…時代の進展、ことに十八世紀から十九世紀にかけての、農業革命から産業革命に至る激変は、信徒たちの関

心を教会から社会生活・経済生活へと転換させたこともあって、革新の気分とは縁遠く、その弊害は募るばかり

であった。もちろん、聖職者たちは既存の体制の変化を好まず、いわば檀家の上にあぐらをかいて、太平と食欲

をほしいままにしていたといってよい。十九世紀の初頭、国教会は崩壊するという声が聞かれるほどであったと

いう」（小嶋潤、ｒイギリス教会史』、刀水書房、1988、ｐｐ,198-9参照）

４３Robinson,ｐ､１５．

４４１bid.,ｐ､１８．

４５SeeJohnLucas,Ｗ減1℃だ”。”"γＷb戒:ﾉｂ"〃Ｃ吻花(NorthcoteHouse,1994),ｐｐ,４４－５．

４６１bid.,ｐ､､14.

47Ｈ・HaughtonandA､Phillips,‘Introduction:relocatingJohnClare',ルル郷CAZ”伽Ｃｂ泥峰Ａｐ､４．

４８Thomton,ｐ,３５．

４９ポラード、ｐ,１１７．

５０JohanneClare,､ﾉb"ＣｊＺｚ〃α“肋ｅＢり""ぬq/α”柳s”“(MacGill,Queen，ｓＵ.Ｒ,1987),ｐ､35.

51‘TheParish'の創作とクレアの想像力について、ARezzノＷb”α"αＤ”6""ｇ雌卸ｄｆＡＱ３ｉ』たvz/Ｓ伽dyqﾉﾉb〃〃

Ｃ"”(HullU.Ｒ,1985)の中でTimChilcottは次のように考察している。

Butitispreciselyinthefactofanemergentconstructingselfthatthelargersignificanceofboth‘TheMores，

ａｎｄ７１ｈｇＲｚ施吻lies.(p,79）

５２Ｈ・HaughtonandA・Phillips,ｐｐ,17-8.

CIareandtheReIigionin‘TheParish，

Ren-ichiSUZUKI

Abstract

ｌｎ‘TheParish，ClarecriticizestheDissenters,especiallythePrimitiveMethodists,who

hadsuchreligiousenthusiasｍａｓ‘beginsinextravagance'ａｎｄ‘degeneratesintocant＆hides

atlastintohypocrisyも,AsfortheAnglicans,Claresaysthattheparishvestrieswrongedthe

poorpeople，motivatｅｄｂｙｓｅｌｆ､interestwhichpartlypromotedthelndustrialRevolutionand
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theAgriculturalRevolution・BoththeDissentersandtheAnglicanshadcant,hypocrisy》deceit，

andpretentionastheirvices､Ｃｌareattacksthereligiouscorruptionsbymeansofvirtuessuch

astruth,reason,ａｎｄｃｏｍｍｏｎｓｅｎｓｅ・Ｃｌare'ssatiricalviewpointisthatofthecommonpeople，

asitissuggestedinthewords:‘satiresmuseputsonarussetgown.，Itishisegalitarianbelief

thatGoｄ‘fashiondmaninbrotherhoodwithma､’thatmadeClarewrite‘TheParish'ａｓａ

poemofsocialcriticismunderhardconditions．
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